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儀

礼

と
象

徴
-

毛
沢
東
生
誕

=

○
周
年
の
記
念
行
事
を
中
心
に

韓

敏

序
言

本
論
は
、
か
つ
て
中
国
最
高
指
導
者
で
あ

っ
た
毛
沢
東

(
一
八
九
三
～
一
九
七
六
)
の
生
家
で
あ
る
韶
山

で
観
察
さ
れ
た
毛
沢
東
生
誕

一
一

○
周
年

の
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行
事
を
分
析
し
、
儀
礼
の
空
間
に
用
い
ら
れ
た
も
の
、
表
象
行
為
を
、
表
象
主
体

の
語
り
を
通
し
て
、

毛
沢
東
シ
ン
ボ
ル
化

の
形
と
そ
の
意
味
を
解
明
す
る
。

本
論
で
使
用
す
る
儀
礼

の
意
味
は
宗
教
儀
礼
と
同
義
で
は
な
く
、
儀
式
的
行
動
、
宗
教
と
は
直
接
関
係
の
な

い
世
俗
的
な
行
事
も
含

ま
れ
、文
化
の
な
か
の
形
式
化
さ
れ
た
行
動
の
広
い
範
囲
に
及
ぶ
。
政
府
主
催
の
式
典
や
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
(記
念
物
)、
民
間

の
集
団

.

個

々
人
に
よ
る
記
念
行
事
や
参
拝
行
為
の
よ
う
な
も
の
も
こ
の
範
疇
に
入
る
。
ま
た
、
本
論
の
も
う
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
象

徴

は
、
何
か
を
代
表
し
、
示
す
あ
る
モ
ノ
、
動
作
、
あ
る
い
は
な
に
か
を
示
す
た
め
の
書
か
れ
た
文
字
や
記
号
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。

象
徴
に
関
し
て
、
人
類
学
者

の
ヴ
ィ
ク
タ
i

・
W
・
タ
ー
ナ
ー
は
次
の
よ
う
に
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。
象
徴

(シ
ン
ボ
ル
)
と
は
身
体
的
、

道
徳
的
、
経
済
的
、
政
治
的
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
現
実
の
も
の
と
す
る
手
段
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
象
徴
が
際
立

っ
て
明
瞭
に
出
現

す
る
の
が
社
会
の
危
機
的
状
況
や
転
換
期
で
あ
る
と
い
う

[タ
ー
ナ
ー

一
九
八
一
]。
象
徴
に
関
し
て
タ
ー
ナ
ー
の
指
摘
し
た
ポ
イ
ン
ト
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第3部 グローバル時代における革命の記憶 と構造転換

は
二
つ
あ
る
。
ま
ず
は
、
象
徴
す
る
主
体
の
能
動
性
に
注
目
し
た
点
で
あ
る
。
も
う

一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
象
徴
の
出
現
と
社
会
変
化
と

の
関
係
性
を
語

っ
た
点
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
象
徴
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
に
着
眼
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
象
徴
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に

関
す
る
タ
ー
ナ
ー
の
論
点
か
ら
啓
発
を
受
け
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
二
〇
年
も
維
持
さ
れ
て
き
た
社
会
主
義
集
団
化

の
組
織
で
あ
る
人

民
公
社
の
解
散
、
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済

へ
の
移
行
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
中
国
社
会
は
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
る
。
こ
の
転

換
期
に
あ
る
現
在
、
か
つ
て
社
会
主
義
計
画
経
済
の
時
代
、
共
産
党
政
権
を
象
徴
し
て
い
た
毛
沢
東
の
意
味
づ
け
が
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。

本
論
文
は
三
節
か
ら
構
成
さ
れ
、
第

一
節
は
文
献
資
料
と
聞
き
取
り
調
査

の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
建
国
後
か
ら

一
九
九
三
年

の

一
〇
〇
周
年
ま
で
の
公
式
の
生
誕
祝
典
を
振
り
返

っ
て
、
儀
式
に
表
象
さ
れ
る
毛
沢
東
の
意
味
と
そ
の
変
化
を
解
明
す
る
。
第
二
節
に

　ユ
　

お

い
て
は
筆
者
の
現
地
調
査
と
文
献
資
料
に
基
づ

い
て
、
二
〇
〇
三
年
生
誕

一
一
〇
周
年
の
際
に
毛
沢
東
生
誕
の
地

で
あ
る
韶
山

で
行

わ
れ
た
政
府
主
催
の
生
誕
式
典
に
焦
点
を
当
て
て
、
儀
礼
化
さ
れ
た
毛
沢
東
の
意
味
を
分
析
す
る
。
第
三
節
は
、
生
誕

=

○
周
年
の

韶
山

で
行
わ
れ
た
民
間
団
体
お
よ
び
個
々
人
の
記
念
行
事
や
参
拝
行
為
に
注
目
し
て
、
毛
沢
東
シ
ン
ボ
ル
化
の
諸
相
を
考
察
す
る
。

一

従
来
の
毛
沢
東
生
誕
に
関
す
る
公
式
の
記
念
行
事

3G8

 

筆
者
の
調
べ
た
文
献
資
料
の
中
で
は
、
毛
沢
東
の
生
前
に
は
政
府
や
共
産
党
組
織
が
主
催
し
た
公
式
の
生
誕
記
念
行
事
に
関
す
る
記

録
が
見

つ
か
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
点
は
指
導
者
が
存
命
中
に
政
府
や
党
に
よ
る
公
式
の
生
誕
祝
典
を
行

っ
て
い
た
北
朝
鮮
と
旧
ソ
連
と

は
違
う
。
毛
の
生
誕
祝
典
に
関
す
る
公
式
の
記
念
行
事
は
彼
が
亡
く
な

っ
た

一
九
七
六
年
か
ら
、徐

々
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

(表

1
)。毛

沢
東
が
亡
く
な

っ
た
年

の

一
九
七
六
年

一
二
月
二
一二
日
、
彼
の
生
誕
八
三
周
年
を
記
念
す
る
た
め
に
、
『偉
大
的
領
袖
和
導
師
毛



儀礼と象徴

表1韶山 における政府主催の生誕記念行事

周年 主催者 行事 場所 参加者 注

83 北京市 韶山～北京の松明 韶山～北京 北京の国営企業労働 1976年12月1日 ～

リレー競走 者 ・農 民 ・機 関 の 公 1977年2月 末

務員、学生

韶山学校 ひ まわ りの種 と松 北京の毛沢東 韶山学校の教師と学

の種の寄贈 記念堂 生

95 不明 書道 ・絵画 ・切手

韶山

25の 省 ・市 ・自 治 区 1988年12月25日

の展示会 および港渓地区の作

品

97 国務院 湘潭市韶山区から 1990年12月26日

韶山市への昇格

100 湖南 省委 ・政 毛銅像の除幕式 韶山銅像広場 一般公開 江 沢民 主席 ・除幕12

府 月20日

中央テ レビ 文芸の夕べ(歌 、 歌手 ・俳優800人 余、

局 ・湖南 テ レ 踊 り、 コ ン ト、 京 毛の家族、毛の側近

ビ局 劇 、花鼓劇 が 出席。12月22日

毛沢東記念館 記念毛沢東生誕 韶山記念館
一般公開

100周 年書 画展 示
A
五

毛沢東記念館 毛沢東一族の歴史 韶山記念館
一般公開

展示会

郵電部 毛沢東生誕100記 韶山銅像広場 12月26日

念切手発行式

101 韶山管理局 報告会と詩歌朗読 韶山管理局
A
耳

104 湘潭市 ・韶山 毛..江 の著作 韶山毛沢東図古参党員

市 の学習 審館

韶山市 5000メ ー トル長距 毛の故居一紹 市民

離競走 山駅
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第3部 グローバル時代における革命の記憶と構造転換

沢
東
出
席
永
垂
不
朽
』
と

い
う
当
時
、
き
わ
め
て
珍
し
か
っ
た
カ
ラ
i
映
画
が
正
式
に
上
演
さ
れ
た

(『人
民
日
報
』

【
九
七
六
年

一
二
月

二
=
百
二
版
)。
翌
年
の

一
九
七
七
年

=

一月
二
六
日
に
中
国
共
産
党

の
宣
伝
部
と
政
府
部
門
の
文
化
部
が
毛
沢
東
生
誕
祝
賀
の
演
芸
を

共
催
し
た
。
以
来
、毎
年
誕
生
日
前
後
に
な
る
と
、宣
伝
部
と
文
化
部
に
よ
る
生
誕
祝
典
の
共
催
が
慣
例
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

毛
沢
東
生
誕
の
地

・
韶
山
に
お
け
る
公
式
の
生
誕
記
念
行
事
に
関
す
る
最
初
の
記
録
は
、
毛
が
亡
く
な
っ
た
年
の

一
九
七
六
年

=

一

月

一
日
か
ら
始
ま

っ
た

「
北
京
か
ら
韶
山

へ
」
と

い
う
象
徴
的
た
い
ま
つ
リ
レ
ー
で
あ
る

(『人
民
日
報
』

一
九
七
六
年
一
二
月
一
日
)。
記

事

に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
生
誕
八
三
周
年
を
記
念
し
、
北
京
市
主
催
の

「北
京
か
ら
韶
山

へ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
た

い
ま
つ
リ
レ
ー
競

走
が
行
わ
れ
た
。
北
京
市
各
国
営
企
業
の
労
働
者
、
農
民
、
政
府
機
関
の
公
務
員
と
学
校
の
青
少
年
が
こ
の
た
い
ま

つ
リ
レ
ー
に
参
加

し
た
。
北
京
か
ら
韶
山
ま
で
の

一
七
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
完
走
す
る
た
め
に
、
参
加
者
た
ち
は

一
二
月

一
日
に
北
京
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
二
月
末
に
詔
山
に
到
着
す
る
予
定
だ

っ
た
。
た
い
ま
つ
リ
レ
ー
は
、
真
の
共
産
主
義
社
会
が
実
現
す
る
ま
で
革
命

の
た

い
ま
つ
を
代
々
伝
え
て
行
く
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
だ
と
報
道
さ
れ
た
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
重
視
の

一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
、
共
産
党

政
権

の
中
心
か
ら
共
産
党
政
権
の
指
導
者
だ

っ
た
毛
沢
東
の
生
誕
の
地
ま
で
の
た
い
ま
つ
リ
レ
ー
は
、
共
産
党
政
権

の
不
滅
、
共
産
主

義
革
命
精
神
の
不
滅
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
公
式
の
生
誕
記
念
行
事
の
中
で
毛
沢
東
は
共
産
主
義
革
命

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

表
象
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、新
し
い
指
導
者
の
都
小
平
に
よ
る
改
革
開
放
路
線

へ
の
転
換
に
よ

っ
て
、政
府
の
言
説
や
メ
デ
ィ
ア
に
は
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

化
が
み
ら
れ
た
。
特
に

一
九
八

一
年
六
月

の
中
国
共
産
党

一
一
期
六
中
全
会
に
お

い
て
、
『建
国
以
来
党
内
の
若
干

の
歴
史
問
題
に
関

す
る
決
議
』
が
採
択
さ
れ
、
そ
こ
で
毛
沢
東
の
仕
掛
け
た
文
化
大
革
命
が
否
定
さ
れ
て
、
毛
沢
東
の
建
国
以
来
の
政
策
に
つ
い
て
、
成

功

の
業
績
は
七
割
、
誤
り
は
三
割
と
い
う
評
価
が
出
さ
れ
た
。

毛
の
生
誕
九
五
周
年
の

一
九
八
八
年
、
韶
山

は
全
国
規
模

の
著
名
な
書
画
家
展
覧
会
を
開
催
し
、
全
国
二
五
の
省

・
市

・
自
治
区
お

370



儀礼と象徴

よ
び
香
港

・
マ
カ
オ
か
ら
数
多
く
の
作
品
が
出
展
さ
れ
た
。
毛
の
後
継
者
で
あ
り
、
の
ち
に
失
脚
し
た
華
国
鋒
や
圧
東
興
の
よ
う
な
か

つ
て
の
側
近
だ

っ
た
人
た
ち
の
み
が
参
加
し
た
。

一
九
九
〇
年

一
二
月
二
六
日
、
毛
沢
東
生
誕
九
七
周
年

の
際
に
、
国
務
院
は
韶
山
区

　　
　

を
韶
山

市
に
昇
格
さ
せ
た
。

一
九
九
三
年
毛
沢
東
生
誕

一
〇
〇
周
年
の
際
は
、
全
国
的
に
毛
ブ
ー
ム
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
、
生
誕
の
地

の
韶
山
に
お

い
て

さ
ま
ざ
ま
な
公
式
の
祝
典
や
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
毛
沢
東
の
銅
像
と
い
う
新
し
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
立
と
そ
の

除
幕
式
典
、
全
国
生
中
継
の
演
芸
の
夕
べ
が
も

っ
と
も
盛
大
な
行
事
で
あ

っ
た
。

韶
山

の
中
央
広
場
に
現
れ
た
毛
沢
東
の
銅
像
は
、

一
九
四
九
年

一
〇
月

一
日
の
開
国
盛
典
に
お

い
て
、
北
京
の
天
安
門
城
楼
で
中
華

人
民
共
和
国
の
設
立
を
宣
言
し
た
中
山
服
の
姿
が
模
さ
れ
て
お
り
、
中
国
の
主
要
な
創
設
者
と
し
て
の
毛
の
地
位
を
象
徴
す
る
も

の
で

あ
る
。
文
革
の
こ
ろ
各
地
で
作
ら
れ
た
軍
服
姿
の
毛
の
塑
像
と
は
歴
然
と
異
な
る
。
銅
像
の
除
幕
式
は

一
九
九
三
年

=

一月
二
〇
日
に

湖
南
省
委
員
会
と
省
政
府
に
よ
っ
て
共
催
さ
れ
、
当
時
の
最
高
実
力
者
の
江
沢
民
国
家
主
席
が
参
加
し
、
自
ら
除
幕
を
行
な

っ
た
。

一
二
月
二
二
日
の
夜
に
中
央
テ
レ
ビ
と
湖
南
テ
レ
ビ
局
が
毛

の
生
家
の
前
で

「人
間
正
道
是
蒼
桑

(人
間
の
正
し
き
道
は
、
こ
れ
変
化
な

り
)」
と

い
う
大
型
演
芸
の
夕
べ
を
開
催
し
た
。
演
芸
の
タ
イ
ト
ル

「
人
間
正
道
是
蒼
桑
」
は
毛
沢
東
の
詩
歌
か
ら
と

っ
た
も
の
で
あ
る
。

湖
南
省
ト

ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
た
ち
、
毛
の
家
族
の
代
表
、
毛
の
元
側
近
と
数
多
く
の
地
元
の
人
々
が
出
席
し
た
。
全
国
か
ら
八
〇
〇
名
あ

ま
り
の
著
名
な
芸
能
人
が
ス
テ
ー
ジ
で

「東
方
紅
」
、
さ
ま
ざ
ま
な
舞
踏
、
コ
ン
ト
、
京
劇
、
湖
南
地
方
劇
の
花
鼓
戯

な
ど
を
披
露
し
、

毛
沢
東
の
業
績
と
彼
の
後
継
者
の
率

い
た
改
革
開
放
時
代
の
成
果
を
讃
え
、
共
産
党
政
権
の
連
続
性
を
表
現
し
た
。

毛
の
数
々
の
賛
美
歌
の
中
で
も

っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
、
歌
わ
れ
て
い
る
の
は

「東
方
紅
」
で
あ
る
。
こ
の
歌
は

一
九
四
二
年
に
当
時

ゾ
　

シ

コ
ウ

革
命
根
拠
地
の
陳
北
省
佳
県
出
身
の
貧
し
い
農
民
、
李
有
源
に
よ
っ
て
、
陳
北
の
古
い
民
謡

『走
西
口
』

の
メ
ロ
デ

ィ
を
元
に
新
し
い

歌
詞
を
入
れ
て
作
ら
れ
た
歌
で
あ
る
。
文
化
大
革
命
の
こ
ろ
、
『東
方
紅
』
は
国
歌
に
準
ず
る
地
位
に
上
り
、
政
府

の
主
催
す
る
会
議

や
行
事
、
学
校
や
職
場
な
ど
の
会
議
や
儀
式
が
始
ま
る
際
に
必
ず
歌
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
歌
と
と
も
に
、
太
陽
は
毛
沢
東
の
シ
ン
ボ
ル
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と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
も
定
着
し
た

[韓

二
〇
〇
五
一
五
二
三
]。
毛
沢
東

の
公
式
生
誕
式
典
に
お
い
て
も
民
間
祭
祀

に
お
い
て
も
、
「
東

方

紅
」
の
歌
と
太
陽
は
、
毛
沢
東
を
象
徴
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
頻
繁
に
出
現
し
て
い
る
。

一
〇
〇
周
年
の

一
九
九
三
年
か
ら

=

○
周
年
の
二
〇
〇
三
年
ま
で
の
間
、
韶
山

で
は
大
規
模
な
公
的
記
念
行
事

は
行
な
わ
れ
ず
、

主
と
し
て
韶
山

市
政
府
と
韶
山
管
理
局
が
主
体
の
学
習
会
、
詩
歌
朗
読
会
の
よ
う
な
小
規
模
の
も
の
で
あ

っ
た

(表
1
)。
た
だ
し
、
こ

こ
で

一
つ
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
政
府
に
よ
る
銅
像
の
設
立
と
除
幕
式
が
毛
沢
東
を
め
ぐ
る
民
間
の
参
拝
活
動

に
与
え
た
影
響
で

あ
る
。

一
九
九
三
年
に
毛
沢
東

の
銅
像
が
で
き
て
か
ら
、
地
元
韶
山

と
遠
方
か
ら
年
々
多
く
の
人
び
と
が
参
拝
に
来

る
よ
う
に
な

っ
た
。

特
に
毛
沢
東
の
生
誕
の
日
や
正
月
前
後
に
な
る
と
、
銅
像
広
場
は

い
つ
も
参
拝
の
客
で
賑
わ

っ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
第
三

節

で
触
れ
る
。

本
節
で
は
建
国
後
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
の
毛
沢
東
生
誕
に
関
す
る
公
式
の
記
念
行
事
を
振
り
返
っ
た
。
そ
の
ま
と
め
と
し
て
次
の

こ
と
が
言
え
る
。
指
導
者
が
存
命
中
に
生
誕
祝
い
を
行

っ
て
い
た
北
朝
鮮
、
旧
ソ
連
の
社
会
主
義
国
家
と
違

っ
て
、
中
国
政
府
に
よ
る

毛
沢
東
生
誕
の
公
式

の
祝

い
は
、
毛
沢
東
の
死
後
、
彼
の
後
継
者
た
ち
及
び
地
方
政
府
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
重
視
の

一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
毛
沢
東
は
主
と
し
て
共
産
主
義
革
命
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
た
が
、市
場
経
済
、

脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
、
公
式
の
生
誕
祝
い
の
儀
式
や
行
事

の
中
の
毛
沢
東
は
歴
史
化
さ
れ
、
中
華
人
民
共
和

国

の
創
設
者
と
し
て
表
象
さ
れ
、
現
政
権
と
の
連
続
性
が
演
出
さ
れ
て
い
た
。
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二

生
誕
一
一
〇
周
年
の
政
府
主
催
の
記
念
行
事

二
〇
〇
三
年
の
毛
沢
東
生
誕
一
一

○
周
年
の
際
、
詔
山
で
行
わ
れ
た
政
府
主
催

の
記
念
行
事
は
、
主
に
四
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
湖
南
省
共
産
党
委
員
会
と
湖
南
省
政
府
共
催
の
毛
沢
東
記
念
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
式
典
、
「東
方
紅
詩

詞
歌
会
」
と
い
う



儀礼と象徴

　ヨ
　

タ
イ
ト
ル
の
大
型
演
芸
、
韶
山

市
主
催
の

「郡
華
将
軍
写
真
展
」
と
中
国
県
市
報
研
究
会

・
韶
山
市
政
府
共
催

の

「
毛
主
席
は
永
遠
に

　　
　

わ
れ
ら
の
こ
こ
ろ
に
あ
り
」
と
い
う
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
で
あ
る
。
毛
沢
東
記
念
館
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
式
典
と

「東
方
紅
詩
詞
歌
会
」

の
演
芸
が
四
つ
の
う
ち
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、
本
論
文
の
分
析
対
象
に
す
る
。

毛
沢
東
記
念
館
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
式
典
と

「東
方
紅
詩
詞
歌
会
」
は
同
じ
日
、
同
じ
場
所
で
続
け
て
行
わ
れ
た
。

一
二
月
二
四
日
午
前
九
時
、
詔
山
銅
像
広
場
の
前
で
湖
南
省
共
産
党
委
員
会
と
湖
南
省
政
府
共
催

の
毛
沢
東
記
念
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

開
館

式
典
が
行
わ
れ
た
。
湖
南
省
指
導
部
の
人
々
、
毛
の
息
子
の
妻
と
孫
、
毛
の
か
つ
て
の
側
近
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
式
典
に
出
席
し
、

韶
山

お
よ
び
周
囲
の
幹
部
、
関
係
者
た
ち
が
三
〇
〇
人
ほ
ど
参
加
し
た
。
入
場
券
が
必
要
な
の
で
、

一
般
の
人
が
自
由
に
出
入
り
し
な

い
よ
う
に
柵

で
会
場
が
作
ら
れ
た
。

式
典
に
お
い
て
、
湖
南
省
共
産
党
委
員
会
の
代
表
が
毛
の
生
涯
を
簡
潔
に
振
り
返
り
、
そ
の
功
績
を
讃
え
、
生
誕
の
祝
辞
を
述
べ
る

と
同
時
に
、
毛

の
故
郷
と
し
て
の
湖
南
省
の
今
後
の
発
展
に
つ
い
て
話
し
た
。
そ
の
後
、
式
典
に
出
席
し
た
人
た
ち
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

写真1リ ニ ューアル された毛沢東記 念館 に

お ける蝋人形 の毛 沢東 とその他の建 国功労者

たち(2003年 、筆者撮影)

さ
れ
た
毛
沢
東
記
念
館
を
見
学
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
記
念
館
は
、
遺
品
で
構
成
さ

れ
た
毛
沢
東
と
そ
の
家
族
の

「感
情
世
界
」
と
い
う
展
示

コ
ー
ナ
を
新
設
し
、
蝋
人
形
、
動

画
、
レ
ー
ザ
ー
な
ど
に
よ
る
新
し
い
展
示
法
を
試
み
た

(写
真
1
)。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
式
典
と
見
学
が

一
時
間
で
終
了
し
た
後
、
湖
南
省
党
委
員
会
と
湖
南

テ
レ
ビ
局
共
催
の

「東
方
紅
詩
詞
歌
会
」
が

一
〇
時
に
銅
像
広
場
で
始
ま

っ
た
。
演
芸
の
内

容
は
、
主
と
し
て
毛
沢
東
の
作

っ
た
詩
歌
の
朗
読
、
毛
沢
東
を
賛
美
す
る
歌
と
踊
り
に
よ

っ

て
構
成
さ
れ
、
お
よ
そ
二
時
間
続
い
た
。
全
国
か
ら
著
名
な
俳
優
、
声
優
、
歌
手
、
ダ
ン
サ
ー

が
参
加
し
て
、
役
者
の
数
は

一
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
。
入
場
券
を
持

っ
て

い
な
い
、
遠
く
か

ら
舞
台
を
み
て
い
た
人
々
を
含
め
て
、
当
日
の
観
衆
の
数
は

一
万
人
あ
ま
り

に
達
し
た
。
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写真2毛 沢東生誕110周 年の式典舞台

(2003年 、筆 者撮影)

以
下
で
は
、
「東
方
紅
詩
詞
歌
会
」
演
芸
の
進
行
順
に
、
ス
テ
ー
ジ
の
仕
組

み
と
そ
こ
に
お
け

る
毛
沢
東
の
象
徴
性
を
分
析
す
る
。

1

共
産
党
政
権
と
国
家
を
演
出
す
る
舞
台
の
構
造

演
芸
の
舞
台
は
毛
沢
東
銅
像
を
中
心
と
し
、
毛
自
筆

の
詩
歌
、
「沁
園
春

・
雪
」
の
詩
歌
が
巨

大
な
白

い
幕
に
書
か
れ
て
舞
台

の
背
景
を
成
し
た

(写
真
2
)。
演
芸
舞
台

の
周
り
に
は
労
働
者

・

農
民

・
兵
士

・
商
人

・
学
生
な
ど
、
中
国
社
会
を
構
成
す
る
各
階
層
を
代
表
す
る
観
衆
が
整
然

と
座

っ
て
お
り
、
そ
の
真
ん
中
に
は
、
湖
南
省
党
委
員
会
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ

ー
や
毛

の
家
族
の

代
表
が
座

っ
た
。

「東
方
紅
」

の
音
楽
が
流
れ
る
な
か
、
演
芸
は
始
ま

っ
た
。
ま
ず
、
中
国
の
女
性

ロ
ッ
ク
歌
手
の
ト

ッ
プ
と

い
わ
れ
る
、
モ
ン
ゴ
ル

族
出
身
の
ス
チ
ン
ゲ
ル
エ
が

「日
出
韶
山

」
(太
陽
が
韶
山
か
ら
出
る
)
を
歌
い
、

つ
づ
い
て
、
趙
大
地
が
陳
北
節
で

「
東
方
紅
」
を
歌

っ

た
。
そ
の
後
、
毛
の
役
に
扮
し
た
著
名
な
俳
優
の
唐
国
強
が
登
場
し
て
、
毛

の
詩
歌

「沁
園
春

・
雪
」
を
朗
読
し
た
。

「
日
出
韶
山

」
の
歌
は
毛
の
生
誕
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
「東
方
紅
」
は
毛
沢
東
を
太
陽
に
た
と
え
て
中
国
に
お
け
る
共
産
党
政

権

の
出
現
を
比
喩
す
る
歌
で
あ
る
。
そ
し
て
毛
が

一
九
三
六
年
二
月
陳
西
省
で
作

っ
た
詩
歌

「沁
園
春

・
雪
」
は
、
悠
久
の
歴
史
を
さ

か

の
ぼ
り
、
歴
史
上
の
英
雄
を
と
ら
え
た
あ
と
、
も

っ
と
も
優
れ
た
英
雄
は
現
在
の
革
命
者
で
あ
る
と
断
言
し
て
、
中
国
の
統

一
と
新

し

い
社
会
づ
く
り
の
抱
負
を
感
じ
さ
せ
、
共
産
党
政
権
の
勝
利
を
隠
喩
し
た
も
の
で
あ
る
。
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万
里
雪
瓢

望
長
城
内
外

惟
余
葬
葬

大
河
上
下

頓
失
酒
酒

山
舞
銀
蛇

原
馳
蝋
象

欲
与
天
公
試
比
高

須
晴
日

看

紅
装
素
褻

分
外
妖
娩

江
山
如
此
多
嬌

引
無
数
英
雄
競
折
腰

惜

秦
皇
漢
武

略
輸
文
采

唐
宗
宋
祖

稽
遜
風
騒

一
代
天
驕

成
吉
思
汗

万
里

雪

ひ
る
が
え
る

長
城
の
内
と
外
を
望
め
ば

た惟
だ

ぼ
う
ぼ
う
た
る
を

余
す
の
み

大
河
の
上
下

と

ロつ
と

ム
ノ

た
ち
ま
ち

酒
酒
た
る
を
失
う

ぎ
ん

だ

山
に
は

銀
蛇
舞
い

ろ
う
ぞ
う

か

原
に
は

蝋
象
馳
せ
り

て
ん
こ
う

こ
こ
ろ

天
公
と

高
さ
比
べ
を
試
み
ん
と
す

晴
れ
し
日
を
ま
ち

く
れ
な
い

よ
そ
お

み

紅

の
装

い
と

し
ろ
き
こ
ろ
も
を
看
れ
ば

な
ま

こ
と
の
ほ
か

妖
し
く
娩
め
か
し
か
ら
ん

こ
う
ざ
ん

な
ま

江
山

か
く
の
ご
と

い
た
く
嬌
め
か
し
くじ
ぎ

無
数
の
英
雄
を
引
い
て

わ
れ
が
ち
に
折
腰
を
せ
し
め
ぬ

し
ん
こ
う

か
ん

ぷ

惜
し
む
ら
く
は

秦
皇

漢
武

ぷ
ん
さ
い

ま

少
し

文
采
に
お
い
て
輸
け

と
う
そ
う

そ
う

そ

唐
宗

宋
祖

ふ
う
そ
う

や
や

風
騒
に
お
い
て
ゆ
ず
る

て
ん
き
ょ
う

一
代
の
天

驕

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
も
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只
識
弩
弓
射
大
離

倶
往
　

数

風
流
人
物

還
看
今
朝

た
だ

弓
を
ひ
い
て
お
お
わ
し
を
射
る
の
を
知
る
の
み

み
な

す
ぎ
に
け
り

風
流
の
人
物
を
数
え
る
に
は

な
お

今
日
を
看
よ

[武
田
・
竹
内

一
九
六
五
　
二
一
五
-
二
一
七
参
照
]

毛

の
作

っ
た
数
々
の
詩
歌
の
中
で
、
「
沁
園
春

・
雪
」
は
も

っ
と
も
強
烈
な
個
性
と
迫
力
の
あ
る
も
の
と
さ
れ
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

い
ま
で
も

一
部
の
地
域
の
空
港
や
ホ
テ
ル
の
壁
装
飾
と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

上
記

の
三
つ
の
出
し
物
が
終
わ
る
と
、
演
芸
は

一
九
二
〇
年
代
か
ら
二

一
世
紀
の
現
在
ま
で
時
代
順
に
進
行
さ
れ
、
毛
沢
東
の
作

っ

た
詩
歌
を
軸
に
、
各
時
代
の
物
語
が
歌
と
舞
踏
に
あ
わ
せ
て
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
毛
の
作

っ
た
数
々
の
詩
歌
の
中
か
ら
共
産
党
歴
史

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
出
来
事
を
詠
う
六
つ
の
歌
が
選
ば
れ
、
有
名
な
俳
優
と
声
優
に
よ

っ
て
朗
読
さ
れ
た
。
六

つ
の
詩
歌

の
う
ち
の
五
つ
は
建
国
前
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

2

農
村
革
命
根
拠
地
に
お
け
る
共
産
党
政
権
の
出
現

国
民
党
と
共
産
党
と
の
内
戦
時
代
の
舞
台
は
、
毛
の
詩
歌

「西
江
月

・
井
岡
山
」
と
、
当
時
の
流
行
歌

「農
友
歌

」
「児
童
団
団
歌
」

　ら
　

「工
農
兵
聯
合
起
来
」
「八
月
桂
花
遍
地
開

(金
木
犀
が
香
る
八
月
)」
と
踊
り
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
革
命
根
拠
地
に
お
け
る
共
産
党
政
権

の
出
現
と
土
地
革
命
の
歴
史
を
再
現
し
た
。

「西
江
月

・
井
岡
山
」
は

一
九
二
八
年
に
共
産
党
が
江
西
省
で
農
村
根
拠
地
を
創
設
し
た
と
き
に
作
ら
れ
た
詩
歌
で
あ
り
、
日
増
し

に
成
長
し
て
き
た
共
産
党
根
拠
地
と
紅
軍
に
希
望
を
も
て
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
唱

っ
て
い
る
。
こ
の
詩
歌
に
あ
わ
せ
て
、
七
九
歳

の
有
名
な

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
王
昆
が
二
〇
世
紀
初
期
の
中
国
に
流
行

っ
て
い
た

「農
友
歌
」
を
歌

っ
た
。
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解
震

一
声
震
邨
乾
坤
呵

打
倒
土
豪
和
劣
紳
咽

往
日
窮
人
倭
三
寸
邸

如
今
是
頂
天
立
地
的
人
螂

天
下
的
農
友
要
畦
翻
身
螂
、

自
己
当
家
作
主
人
邸

一
切
権
利
帰
農
会
冴

共
産
党
是
我
偶
引
路
人
聯

雷
が
乾
坤
に
震
動
す
る

土
豪
と
悪
質
な
地
主
を
打
倒
す
る

昔
の
貧
乏
人
は
地
位
が
低
か
っ
た

い
ま
は
世
界
を
背
負

っ
て
立
つ
人
間
だ

下
の
農
民
た
ち
、
立
ち
上
が
れ

自
分
で
主
人
公
と
な
れ

す
べ
て
の
権
利
は
農
民
協
会
に
あ
る

共
産
党
は
わ
れ
わ
れ
の
導
き
だ

儀礼と象徴

ど

こ
う
れ

つ
し
ん

歌
に
あ
わ
せ
て
紅
軍
、
農
民
、
土
豪
劣
紳
に
扮
し
た
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
、
土
豪
劣
紳
打
倒
の
土
地
革
命
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
踊

り
で
演
出
し
た
。

共
産
党
根
拠
地
の
土
地
改
革
に
関
連
す
る
も
う
ひ
と

つ
の
流
行
歌
、
「八
月
桂
花
遍
地
開

(金
木
犀
が
香
る
八
月
)」
が
歌
わ
れ
た
。
こ

の
歌
は
陳
北
革
命
根
拠
地
の
民
謡
か
ら
改
編
さ
れ
た

「東
方
紅
」
と
同
じ
よ
う
に
、
革
命
根
拠
地
の
安
徽
省
大
別
山
地
域

の
歌
謡
、
「
八

段
錦
」
か
ら
改
編
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

一
九
二
九
年
か
ら

一
九
三
〇
年
の
間
に
盛
ん
に
歌
わ
れ
た
。
革
命
政
権

の
樹
立
と
土
地
を
も

ら

っ
た
農
民
た
ち
の
歓
喜
と
、
新
し
い
世
界
を
作

っ
て
い
く
自
信
に
満
ち
た
歌
詞
で
あ
る
。
舞
台
で
同
時
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
毛
の
詩

歌

「農
友
歌
」
「八
月
桂
花
遍
地
開
」
の
歌
と
舞
踊
は
、
毛
沢
東
と
共
産
党
が
率
い
た
土
地
革
命
が
、
長
年
に
わ
た

る
地
主
支
配
を
終

わ
ら
せ
て
農
民
を
解
放
し
、
伝
統
的
な
秩
序
と
し
て
の

「四
つ
の
権
力
」
(地
主
支
配
・同
族
支
配
・宗
教
支
配
・家
父
長
制
支
配
)
を
打
破
し
、

新
し
い
秩
序
と
自
分
た
ち
の
た
め
の
政
権
を
作
ろ
う
と
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。
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3

長
征
と
南
京
占
領
に
よ

っ
て
象
徴
さ
れ
た
共
産
党
政
権
の
試
練
と
確
立

毛
が

一
九
三
〇
年
代
に
作

っ
た
詩
歌

「憶
秦
蛾

・
婁
山
関
」
「七
律

・
長
征
」
が
唐
国
強
に
よ

っ
て
朗
読
さ
れ
た
。
「憶
秦
蛾

・
婁
山

関
」
は
、

一
九
三
五
年
二
月
、
長
征
の
途
中
の
貴
州
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「七
律

・
長
征
」
は

一
九
三
五
年

一
〇
月
、
長
征
が

終
了
し
た
直
後
に
作
ら
れ
た
、
長
征

の
全
行
程
を
振
り
返

っ
て
、
記
念
碑
的
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
思
わ
せ
る
詩
歌
で
あ

る
。

詩
歌
の
朗
読
と
と
も
に
三
〇
年
代
に
革
命
根
拠
地
で
流
行

っ
た
江
西
の
民
謡

「十
送
紅
軍
」
、
陳
西
の
民
謡

「
山
丹
丹
開
花
紅
艶
々

(真

っ
赤
に
咲
い
た
ヒ
メ
ユ
リ
)」
「哨
椚
的
領
袖
毛
沢
東

(わ
れ
わ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
毛
沢
東
)」
が
歌
わ
れ
た
。
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
た
ち
は
、
江
西

省
瑞
金
革
命
根
拠
地
を
あ
と
に
す
る
紅
軍
を
見
送
る
地
元
の
人
々
の
切
な
い
気
持
ち
、
苦
難
に
満
ち
た
長
征
、
陳
北
根
拠
地
に
到
達
し

た
紅
軍
と
地
元
の
民
衆
の
歓
喜
、
共
産
党
政
権
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
毛
沢
東

へ
の
崇
拝
の
情
景
を
再
現
し
た
。

四
〇
年
代
の
詩
歌
と
し
て
、
「
七
律

・
人
民
解
放
軍

南
京
を
占
領
す
」
が
選
ば
れ
朗
読
さ
れ
た
。
こ
れ
は

一
九

四
九
年
四
月
に
共

産
党
解
放
軍
が
国
民
党
政
権
の
所
在
地
南
京
を
占
領
し
た
歴
史
の
決
定
的
転
換
点
に
あ
た

っ
た
作
品
で
あ
り
、
国
民
党
か
ら
共
産
党

へ

の
政
権
交
替
と
社
会
制
度
の
激
変
が
目
の
前
に
来
て
い
る
雰
囲
気
を
描

い
た
迫
力

の
あ
る
詩
歌
で
あ
る
。

鐘
山
風
雨
起
蒼
黄

百
万
雄
師
過
大
江

虎
鋸
竜
盤
今
勝
昔

天
翻
地
覆
慨
而
慷

宜
将
剰
勇
追
窮
冠

不
可
沽
名
学
覇
王

し
ょ
う
ざ
ん

よ
な
お
し

鐘
山
の
風
雨

蒼
黄
を
起
こ
す

ゆ
う

し

わ
た

百
万
の
雄
師

大
江
を
過
る

う
ず
く
ま

よ
こ
た
わ

ま
さ

虎

鋸

り
竜

盤

る
と
て

今
は
昔
に
勝
れ
る
よ

ひ
る
が
え

く
つ
が
え

こ
こ
ろ
は

た
か
ぶ
る

天
を
翻
し
地
を
覆
さ
ん
と

慨

而

慷

つ
わ
も
の

に
げ
ば
な
き
て
き

宜
し
く

剰
る
勇
を
も
ち
て
窮

冠

を
追
え

う

は

お
う

名
を
沽
ら
ん
と
て

覇
王
に
学
ぶ
べ
か
ら
ず
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天
若
有
情
天
易
老

人
間
正
道
是
槍
桑

て
ん

こ
こ
ろ

お

天
も
し
情
あ
ら
ば

天
も
ま
た
老
い
ん

ひ
と
の
よ

こ
と
わ
り

こ
れ

へ
ん

か

人
間
の
正
し
き
道
は

是

槍
桑
な
り

[武

田

・
竹

内

一
九

六
五

一
二
五

四
]

こ
の
詩
歌
朗
読
の
あ
と
、舞
台
で
は
無
数

の
歌
手
と
ダ
ン
サ
ー
は
、
四
〇
年
代
に
創
作
さ
れ
、盛
ん
に
歌
わ
れ
て
い
た

「解
放
区
的
天
」

(解
放
区
の
空
)
を
歌

い
、
解
放
区
の
青
空

の
下
で
人
民
だ
れ
も
が
人
民
政
府

の
誕
生
、
革
命
政
権
が
も
た
ら
す
豊
か
で
活
気
あ
る
生
活

を
踊
り
で
表
現
し
た
。

4

建
国
後
の
新
し
い
聖
地
ー

詔
山

建

国
後

の
毛

の
詩
歌
の
中
か
ら
は
、
「七
律

・
韶
山
に
到
る
」

の
み
が
選
ば
れ
て
朗
読
さ
れ
た
。

一
九
五
九
年
六
月
二
五
日
に
毛
沢

　　
　

東
が
三
二
年
ぶ
り
に
故
郷
の
韶
山

に
戻

っ
た
と
き
に
作

っ
た
も

の
で
あ
る
。
詩
歌

の
朗
読
が
終
る
と
、
二
人
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
が

舞
台

に
登
場
し
て
き
た
。
彼
ら
は

一
四
歳
の
時
に
詔
山
学
校
の
全
校
生
徒

の
代
表
に
選
ば
れ
、
韶
山

学
校
を
訪
問
し
た
毛
沢
東
に
少
年

先
鋒
対
隊
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
赤
い
ス
カ
ー
フ
、
「
紅
領
巾
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
毛
の
両
隣
で

{
緒

に
写
真
を
撮

っ
た
人
物
で
あ
る

儀礼と象徴

毛沢東と韶山学校の生徒

たち(1959年)

写真3

(写
真
3
)。
男
性
の
名
前
は
蒋
含
宇
、
女
性

の
名
前
は
彰
淑
清
で
あ
る
。

一
二
年
後

に
彼
ら
は
結
婚
し
た
。
舞
台

の
上
で
彼
ら
は
、自
分
た
ち
の
因
縁
は
毛
沢
東
に
よ

っ

て
成
就
さ
せ
ら
れ
た
も

の
で
、今
日
の
生
誕
祝
い
の
た
め
に
戻

っ
て
き
た
と
話
し
た
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
後
に
、
七
〇
年
代
に
流
行

っ
て
い
た
歌
、
「挑
担
茶
葉
上

北
京
」
(茶
の
葉
を
担
い
で
北
京
へ
行
こ
う
)
が
濃
厚
な
湖
南
節
で
歌
わ
れ
た
。
湖
南
の

お
茶
作
り

の
農
民
が
、
北
京
に
い
る
毛
沢
東
に
故
郷
で
と
れ
た
新
茶
を
届
け
る
と

い
う
内
容
で
あ
り
、毛
に
対
す
る
故
郷
の
人
々
の
親
し
さ
を
物
語

っ
た
歌
で
あ

っ
た
。
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続
い
て
文
化
大
革
命

の
こ
ろ
流
行

っ
て
い
た

「汽
車
が
韶
山

に
向
か
っ
て
走
る
」
も
歌
わ
れ
た
。

一
九
六
六
年
の
時
点
で
は
長
沙
か

ら
韶
山

ま
で
は
鉄
道
が
し
か
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
韶
山
ま
で
は
バ
ス
で

一
日
が
か
り
で
あ

っ
た
。

一
九
六
七
年

二
月
、
長
沙
か
ら

韶
山

ま
で
の

=

五
キ
ロ
の
距
離
の
鉄
道

の
建
設
が
着
工
さ
れ
、
同
年

一
二
月
全
線
開
通
し
た
。
汽
車
開
通
を
記
念
す
る
た
め
に
、
「汽

車

が
韶
山

に
向
か
っ
て
」
と

い
う
歌
ま
で
作
ら
れ
、
全
国
で
流
行

っ
た
。
聖
地
韶
山

に
向
か
う
汽
車
の
中
に
は
楽
器
を
弾
く
チ
ベ
ッ
ト

族

の
お
じ
い
さ
ん
、
歌
を
歌
う
モ
ン
ゴ
ル
族

の
お
じ
さ
ん
、
踊
り
を
踊
る
新
彊
か
ら
の
お
姉
さ
ん
、
と
い
う
表
現
を
通
し
て
、
に
ぎ
や

か
な
車
内
風
景
を
描
写
し
た
と
同
時
に
、
モ
ン
ゴ
ル
族
、
チ
ベ
ッ
ト
族
、
ウ
イ
グ
ル
族
な
ど
の
少
数
民
族
を
含
む
全
国
の
人
々
が
あ
こ

が
れ
て
い
た
聖
地
韶
山

の
人
気
ぶ
り
を
物
語

っ
て
い
る
。

上
記
の
里
帰
り

の
毛
詩
歌
の
朗
読
、
韶
山

学
校

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
登
場
、
湖
南
の
節
で
歌
わ
れ
た
お
茶
作
り
の
農
民
の
歌

は
毛
と
ふ
る
さ
と
の
間
の
つ
な
が
り
と
親
し
さ
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
汽
車
が
韶
山

に
向
か

っ
て
走
る
」
は
全
国

の
人
々
の
聖
地
韶
山

に
対
す
る
あ
こ
が
れ
を
表
象
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
毛

の
地
域
性
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

5

「歌
唱
祖
国
」
と
政
権
の
連
続
性

毛
沢
東
が
亡
く
な

っ
た
後
、
政
治
優
先
の
時
代
か
ら
経
済
優
先
の
改
革
開
放

の
時
代
に
移
り
変
わ
る
。
そ
の
変
化
は

「在
希
望
的
田

野
上
」
「年
軽
的
朋
友
来
相
会
」
の
二
曲

の
さ
わ
や
か
な
歌
に
よ
っ
て
た
く
み
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

八
〇
年
代
初
期
に
全
国
で
流
行

っ
て
い
た

「在
希
望
的
田
野
上
」
は
、
長
年
に
わ
た
る
文
革
の
闘
争
で
分
離
し
た
中
国
人
の
こ
こ
ろ

が
、
希
望
の
田
野
が
象
徴
す
る
中
国
近
代
化
の
未
来
図
と
い
う
新
し
い
求
心
力
に
引
き
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語

っ
た
。
ま
た
、

「年
軽
的
朋
友
来
相
会
」
は
悪
夢
の
よ
う
な
文
革
が
終
焉
し
、平
和
の
時
代
を
迎
え
た
中
国
人
の
喜
び
と
精
神
的
余
裕
が
滲
み
出
て
い
る
。

新
し
い
改
革
開
放
時
代
の
到
来
を
象
徴
し
た
こ
の
二
曲
の
後
、
定
番
の

「歌
唱
祖
国
」
の
音
楽
が
会
場
に
流
れ
、
毛
沢
東

・周
恩
来

・
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劉
少
奇

・
朱
徳

・
郡
小
平

・
任
弼
時
の
六
人
の
そ

っ
く
り
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
に
あ
が
り
、
観
衆
た
ち
に
手
を
振
り
、

一
〇
〇
〇
人
あ
ま

り

の
役
者
た
ち
に
囲
ま
れ
、
舞
台
の
下
に
い
る
労
働
者

・
農
民

・
解
放
軍

・
商
人

・
学
生
を
演
じ
た
観
衆
と

一
緒
に

「歌
唱
祖
国
」
を

合
唱
し
た
。

国
旗
が
掲
揚
さ
れ
、
人
び
と
は
歓
声
を
上
げ
、
興
奮
し
て
い
た
。
共
和
国
の
過
去
と
現
在
が

一
体
化
し
た

一
瞬
で
あ
る
。
昂
揚
の
雰

囲
気

に
包
ま
れ

一
体
と
な
り
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
会
場
は
政
治
祭
典
そ
の
も

の
で
あ
る
。
舞
台
両
側
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

に
は
、
毛
沢
東

・
都
小
平

・
江
沢
民

・
胡
錦
濤
の
四
つ
の
世
代
の
指
導
者
の
映
像
が
絶
え
ず
流
さ
れ
た
。
建
国
の
父

で
あ
る
毛
を
表
象

す

る
と
同
時
に
国
家
の
継
続
性
を
演
出
し
た
の
で
あ
る
。

儀礼と象徴

以
上
の
毛
沢
東
生
誕

一
一
〇
周
年

の
公
式
の
記
念
行
事
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
毛
沢
東
記
念
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
館
式
典
と

「東
方
紅
詩
詞
歌
会
」
の
演
芸
は
、

一
定

の
方
向
性
を
も

っ
た
作
為
的
な
内
容

の

コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
二
時
間
の
演
芸
舞
台
は

一
九
二
〇
年
代
か
ら
二

一
世
紀
の
現
在
ま
で

の
時
間
を
演
出
し
、

各
時
代
に
お

い
て
毛
沢
東
が
作

っ
た
詩
歌
、
あ
る
い
は
毛
を
賛
美
す
る
歌
を
歌
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
毛
沢
東
が
共
産
党
、
そ
の
軍
隊
、

と

そ
の
政
権
の
創
始
者
、
中
国
近
代
史

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
当
た

っ
て
勝
利
の
方
向

へ
導

い
た
指
導
者
と
し
て
演
出
さ
れ
て
い

る
。
同
時
に
、
ス
テ
ー
ジ
に
四
世
代

の
指
導
者
の
映
像
や
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
流
行
歌
を
用

い
て
、
共
産
党
政
権
、
国
家

の
継
続
性
を

演
出
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
生
誕

=

○
周
年
の
記
念
行
事
は
統

一
的
過
去

・
現
在

.
未
来
を
構
築
す
る
作
為
的
な
営
み
と
し
て

の
記
念
行
事
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
主
張
の
み
に
収
敏
さ
れ
な
い
多
様
な
表
象
性
が
見
ら
れ
る
事
実
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
里
帰
り
の

詩
歌

「
七
律

・
詔
山
に
到
る
」
、
韶
山

学
校
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
登
場
、
湖
南
の
農
民
の
心
情
を
託
し
た

「挑
担
茶
葉
上
北
京
」

の
歌
か
ら
は
、
人
情
が
窺
わ
れ
、
い
ず
れ
も
毛
沢
東
と
出
身
地
の
湖
南
と
の
つ
な
が
り
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
記
念
行
事
を
主
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催
す
る
湖
南
省
政
府
と
地
元
テ
レ
ビ
局
の
、
地
元
の
人
々
の
気
持
ち
に
対
す
る
配
慮
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に

「汽
車

が
詔
山
に
向
か

っ
て
走
る
」
の
演
出
は
、
か

つ
て
の
聖
地
韶
山

の
人
気
ぶ
り
を
再
発
信
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
対
外

的
に
集
客
効
果
を

ね
ら
う
と
い
う
主
催
者
側
の
意
図
が
ま

っ
た
く
な
い
と
も
い
え
な
い
。

三

生
誕

一
一
〇
周
年

の
韶
山

に
お
け
る
民
間

の
祭
祀
活
動

第
二
節
で
は

一
九
九
三
年
に
毛
沢
東
の
銅
像
が
で
き
て
以
後
、
彼
の
誕
生
日
や
正
月
に
な
る
と
、
地
元
の
人
々
が
集
ま

っ
て
き
て
、

祭
祀
活
動
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
触
れ
た
。
本
節
で
は
、生
誕

=

○
周
年
の
韶
山
銅
像
広
場
に
お
い
て
、
韶
山
の
地
元
の
人
々
、

外

部
の
集
団
参
拝
者
、
個
人
参
拝
者
が
ど
の
よ
う
な
記
念
活
動
と
祭
祀
活
動
を
展
開
し
た
の
か
を
分
析
し
、
そ
こ
で
表
象
さ
れ
た
毛
沢

東

の
意
味
づ
け
を
解
明
す
る
。

1

詔
山
村
民
に
よ
る
祭
祀
活
動

二
〇
〇
三
年

一
二
月
二
六
日
生
誕

=

○
周
年
の
朝
、
韶
山

地
元
の
人
々
が
徐

々
に
銅
像
広
場
に
集
ま

っ
て
き
た
。
外
部
の
参
拝
者

と

同
じ
よ
う
に
爆
竹
を
鳴
ら
し
、
紙
銭
を
焼
い
て
、
脆
い
て
参
拝
す
る
人
も
い
れ
ば
、
立

っ
て
合
掌
す
る
人
も

い
る
。
中
に
は
ケ
ー
キ

な
ど
の
供
え
物
を
持

っ
て
く
る
人
も
い
る
。

こ
の
よ
う
な
多
く
の
個
人
的
な
祭
祀
活
動
の
ほ
か
に
、
集
団
的
祭
祀
活
動
と
記
念
活
動
も
観
察
さ
れ
た
。

ま
ず
、
銅
像
の
前
で
豚
を
供
え
る
と
い
う
恒
例
化
さ
れ
た
祭
祀
活
動
が
あ
る
。
二
〇
〇
三
年

一
二
月
二
六
日
の
午
前
、
「毛
家
飯
店
」

の
創
設
者
で
あ
る
湯
瑞
仁
と
二
〇
人
ほ
ど
の
村
人
が
銅
像
広
場
に
四
角
い
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
調
理
し
た
豚
肉
、
魚
、

鳥
肉
、
ご
飯
、
酒
な
ど
を
供
え
た
。
そ
し
て
爆
竹
を
な
ら
し
、
紙
銭
を
焼
き
な
が
ら
、
全
員
が
毛
沢
東
銅
像
に
向
か

っ
て

「東
方
紅
」
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を
歌

っ
た

(写
真
4
)。

歌
を
歌

い
終
わ
る
と
、
そ
の
場
で

一
匹
の
豚
を
解
体
し
、
毛
に
供
え
た
。
周
り
に
多
く
の
観
衆
が
集
ま

っ
て
き
て
、
写
真
を
と
ろ
う

と
す
る
人
も
多
か
っ
た
。
そ
の
中
の

一
人
、
広
東
省
紹
関
か
ら
来
た
ア
マ
チ

ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
は

(表
2
の
41
番
)、
「
韶
山
の
祭
祀
民
俗

の
場
面
が
好
き
で
、わ
ざ
わ
ざ
今
日
の
た
め
に
来
て
い
る
。

一
〇
〇
周
年
の
時
、紹
関
の
あ
る
記
者
は
韶
山

の
祭
祀
活
動
の
写
真
を
撮

っ

て

『広
東
日
報
』
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
た
。
そ
れ
を
み
て
と
て
も
悔
し
か

っ
た
。
今
回
自
分
も
是
非

い
い
の
を
と
り
た

い
」

と
筆
者
に
語

っ
た
。

こ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
証
言
と
韶
山

の
村
人
の
次
の
語
り
は

一
致
し
て
い
る
。
詔
山
の
村
人
の
話
に
よ
る
と
、
銅
像
広
場
が
で
き
て
か

ら
、
毎
年
お
正
月
や
誕
生
日
に
な
る
と
、
村
人
が
広
場
で
参
拝
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
少
数
の
人
が
祭
祀
用
の
豚
を
銅
像
広
場
に

運
ん
で
き
て
銅
像
の
前
で
解
体
す
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
家
は
、
自
宅
で
豚
、
羊
、
鳥
な
ど
を
供
え
も
の
と
し
て
解
体

し
て
生
誕
祝

い
を

し

て
い
る
。

写真4韶山 農民 による祭祀活動

(2003年 、筆者撮影)

筆
者

の
観
察
、
広
東
省
紹
関
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
証
言
と
韶
山

の
村
人
の
話
は
、
毛
沢
東
に
関

す
る
韶
山
農
民
の
祭
祀
活
動
が
定
例
化
し
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

上
記
の
祭
祀
活
動
の
ほ
か
に
、
詔
山
村
の
年
寄
り
に
よ
る
記
念
行
事
も

行
わ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年

一
二
月
二
六
日
の
正
午
、
韶
山

村
の
年
寄
り
が
例
年
通
り
村
民
委
員
会
に
集
ま
り
、

長
寿
麺
を
食

べ
て
毛
沢
東
の
生
誕
祝
い
を
行
な

っ
た
。
ま
た
、
韶
山
村

の
六
〇
人
あ
ま
り

の
農

こ
し

つ
づ
み

婦
た
ち
が
鮮
や
か
な
衣
装
を
着
て
銅
像
広
場
で

「腰
鼓
」

の
民
問
舞
踊
を
披
露
し
て
生
誕
祝
い

を
行

っ
た
。
周
り
に
は
多
く
の
人
が
集
ま

っ
て
き
て
、
に
ぎ
や
か
な
祭
り
の
よ
う
な
雰
囲
気
に

な

っ
た
。
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表2韶山 の参拝者聞き取り調査

番号 性別 同行者 住む場所 年齢 職業 回数 備考

1 男 5人(息 子 ・

長沙 の嫁 一

i家)

黒龍江 ・鶏

西市

53歳 炭鉱労働者 初回 現 在、 自分 が働 いて

いる国営企業が不振。

2 男 0人 北京 ・豊台

区

40歳 不明 「実践共 産主義」 とい

うホーペ ー ジの創 設

者 。 われ わ れは腐 敗

は い らな い。 マ ル ク

ス、 レー ニ ン主 義 と

毛沢 東思 想 の正 しい

方 向性 が必 要。 正真

正 銘 の人 民 のた めの

政党 が ほ しい と言 っ

ている。

3 男 1人(部 下) 北京市 40代 軍人 初回 出張 で来てい る。

4 女 1人(男 性

講談師)

河北 40代 講談師 不明

5 男 0人 河南 ・新郷

市

53 企業幹部

(元軍人)

2回 目(93年) 毛 は永 遠 に偉 人。民

心 を得ている。!10周

年 のた め に韶山 市記

念行 事 主催 者 に11∞

元 を寄 附 した。

6 男 0人 河南 ・新郷

市

50歳 公務員 2回 目(93年) 仏 よ り毛 を拝 んだ ほ

うが効 く。毛 はほ ん

とうに 中 国を救 っ た

か ら。

7 男 6人(同 僚) 河南 ・南陽

市

50代 サラ リーマ

ン(会 計士)

初回 毛一 家 が革 命 のた め

に命 を捧 げ た こ と、

毛 の質 素 な生 活ぶ り

に感銘 した。大 変敬

慕 している。

8 男 1人(妻) 同上 50代 不明 数回 家 か らもって きた聚、

拘 杞子 、酒 を銅 像 広

場 の傍 に供 え、線香

をたてた。

9 男 0人 河南 ・洛陽 56歳 農民 初回 サ ンザ シを売 りなが

ら、 生誕 祝 い のた め

に韶山 に来た。

10 男 団体(80人) 河南 ・周 口 50～60代 農民 4回 願掛 け:5年 間、生誕

祝 い に来 続 け る。鎮

政 府 がバ ス を貸 し切

る。 宿 泊費 と食事 代

は 自己負 担。23歳 の

女性 もいる。

11 男 28人(党 員

教師)

江西 ・平 郷

市

40代 教師 2回 目(1

回目は15歳)

職 場 の記念 行 事 とし

て公費で きている。
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われ われ の とこ ろは

小学校の修学旅行先
は安 源、 中 ・高 校 の

修学旅行先は聖地の

詔 山。もう慣例 になっ

てい る。

12 男 0人 河南 40代 前半 不明 生誕祝いのために来

て い る 。

13 男 8人(仲 間) 河南 不明 観 光 ツア ーで きて い

る。

14 女 0人 河南 40代 不明 不明 軍服が好きで着てき

た。

15 女 34人(仲 間) 湖北 ・武漢 40代 不明 何度も 誕 生祝 い に 来た。一

行35人 、 自発的 に毎

年 来 て い る。 河北 の

「講壇 」 を聞いて泣 き

崩 れた。

16 女 10人(仲 間) 湖北 ・武漢 2回 目 自発的 に来た。

17 男 0人 湖北 ・成寧 5Q歳 労働者 3回 目(66、 軍服姿で毛バッジも

市 03年) つ けて い る。 レイ オ

フされている

18 女 1人(同 僚) 湖北 30代 サ ラリーマ 不明 出張 で 来 てい る。 さ

ン(会 計士) すが偉人の実家だけ
あ って、 よい 環境 に

恵まれてい る。

19 男 4人(父 、 湖 南 ・pR陽 40代 教師 初回 父は84歳 。 ほん とう

息 子、教 え 市 は北京の毛沢東記念

子) 堂 に行 き たか っ た。

遠 い し、旅 費 も高 い

ためやめ た。6時 間 も

バス に乗 って、毛 の

住 ん だ と ころ を見 に

きた。

20 男 1人(妻) 同上 70代 炭鉱労働者 3回 目(67、

71年)

21 男 0人 湖 南 ・懐化 48歳 公安局幹部 不明 文革中、革命の意思

市 表明 の た め、 自 ら自

分の名前を張要武に

か えた。 毛 グ ッズ の

コ レ クシ ョ ンを して

い る。

22 男 1人(記 者) 湖南 ・江 永 40代 小学校教師 2回 目(93年) 毛バ ッジで作 った扁

県(揺 族出 額を もってきた。

身)

23 男 1人(教 師) 湖南 ・江 永 40代 記者 2回 目(93年) 22番 の男 の取 材 のた

県 め 。
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24 女 7人(患 者) 湖 南 ・涜江

市

50歳 シ ャー マ ン 18回 目 孤児 だ っ た。 娘 が四

人。 生活 が苦 しか っ

た。山に3年 もこもっ

て シ ャ ー マ ン に。

1985年 か ら毎 年韶山

に来 てい る。毛 が 自

分 に7い て い る。 無

料 でみ ん なの病 気 を

治 して い る。彼 女 の

ク ライア ン トの一 人

は、 毛 は われ われ の

心 の 中で永 遠 の聖 人

だと語った。

25 男 49人(党 員) 湖南 ・冷水

市

50代 農民 2回 目93年) 党 支部 の イベ ン トと

して22歳 か ら82歳

までの党員が来た。

26 男 3人(妻 ・

息子 ・娘)

湖南 ・湘郷

市

30代 複数 長男が明 日10歳 の誕

生 日。 将来 毛 主席 の

ようになってほ しい。

27 女 20人(仲 間) 同上 30代 農民 複数

28 男 3人(妻 ・

仲 間)

湖南 ・株洲

市

40代 労働者 不明 レイオ フされ ている。

毛思想は偉大 だった。

い ま貧 富 の格 差 は大

き くな った し、人 間

も狡賢 くなっている。

29 女 12人(近 所) 湖南 ・花明

楼

20代 農民 何度も 近いか らよく来る。

30 男 6人(近 所) 湖南 ・湘潭

市大坪

21歳 農民 不明 誕 生祝 に来 た。毛 は

中国 を変 えた。深 馴

でア ルバ イ トを した

こ とが あ る。今 日、

30元 ぐらいの爆竹 を

鳴 らした。

31 女 40人(小 学

生)

湖南 ・湘潭

市

30代 教師 複数 大坪小学校の記念行

事として韶山に来た。

32 女 3人(仕 事

仲 間)

湖南 ・長沙 17歳 飲食店の従

業員

初回 毛 は偉 大 な 人物 であ

り、中 国 に多 大 な貢

献をした。

33 女 9人(家 族) 湖南 ・韶山

市

30代 鉄道局 数回 年2回 、 お正 月 と誕

生 日 に家 族 で 来 る。

爆 竹 をな ら し、線 香

をあげて、3回 礼拝す

る。

34 女 1人(姉 妹) 同上 30代 と40

代

労働者 三 回 目(前

回 は学生 の

ころ)

レイオ フされている。

毛沢 東 は真 龍天 子。

明 日、滴水洞に もいっ

て祭祀 をす る。
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35 男 6人 同上 17-22歳 学生 複数 偉 人を敬慕 している。

故 居、 記念 館 、銅 像

を見学 した。

36 男 0人 江 西 ・柳 州

市

22歳 公務員 初回 一 ヶ月か け て 自転 車

で社会 調査 を しなが

ら詔 山 に来 た。毛 沢

東 誕生 日 を国家記 念

日に す るため の署 名

キ ャ ンペ ー ンの手 伝

を している。

37 男 0人 同上 25歳 サ ラリーマ

ン

初回 心 の 中で 毛沢 東 を敬

慕。 わ れ われ の世 代

は物 欲に満 ちている。

理想が ない。

38 男 13人(同 僚) 広西 30代 公務員 不明 環境衛生所の記念行

事として公費で来た

39 男 10人(仕 事

仲間)

広 西 ・南寧 45歳 商人 不明 毛 を敬愛 している。

40 男 仲間7人 広 東 ・三 亜

市

40代 ホテルの従

業員

初回 前 々 か ら韶山 に来 た

かった。

4ユ 男 2人(カ メ

ラ愛好者)

広 東 ・紹関 59歳 アマチ ュア

カメラマ ン

初回 韶山の民 間祭 祀 の場

面 が好 き。 い い写 真

をとりたい。

42 男 0人 広 東 ・深切 40代 不明 不明 「実践共産主義 」HP

のファン

43 男 2人 雲 南 ・麗江 60代 不明 雲 南 ・麗 江 の毛 氏 一

族 の代 表 として韶山

の毛氏 一 族 を訪 ね、

相互 の族譜 を確か め、

同宗 同祖 であ る こ と

を確認 したという。

44 男 0人 不明 50代 道士 不明 現実に不満。「実践共

産主義」HP創 立者
の講演に共鳴。
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2

外
部
参
拝
者
と
そ
の
参
拝
行
為

二
〇
〇
三
年
生
誕
一
一

○
周
年
前
後
、
韶
山

は
連
日
参
拝
者
で
賑
わ

っ
た
。
筆
者
は
数
多
く

の
参
拝
者
の
中
か
ら
四
四
組
、
計

三
九
六
人
に
、
住
む
場
所
、
目
的
、
年
齢
、
職
業
、
詔
山
に
来
る
回
数
、
感
想
な
ど
に
つ
い
て
、
聞
き
取
り
調
査
を
行

っ
た

(表
2
)。

ま
ず
、
参
拝
者
の
職
業
は
、
人
数

の
多

い
順
に
次
の
通
り
と
な

っ
て
い
る
。
農
民

(
=
三
人
)、
学
生

(五
一
人
)、
教
師

(三
二
人
)、

公
務
員

・
幹
部

(二
〇
人
)
、ホ
テ
ル
・飲
食
店
の
従
業
員

(
一
二
人
)、国
営
企
業
労
働
者

(
=

人
)、商
人

(
=

人
)、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

(
一
〇

人
)、
記
者

(
一
人
)、
道
士

(
一
人
)
、
シ
ャ
ー
マ
ン

(
一
人
)
な
ど
多
岐
に
分
か
れ
て
い
る
。

参
拝
者
の
年
齢
か
ら
み
て
、
小
学
生
か
ら
八
四
歳
ま
で
の
高
齢
者
が

い
て
、
年
齢
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
文
化
大
革
命
を
経
験
し

た

四
〇
代
～
六
〇
代
の
人
が
も

っ
と
も
多
く
、
合
わ
せ
て
約
五
八
%
を
占
め
て
い
る

(表
3
)。

参
拝
者
の
来
た
場
所
か
ら
み
て
、
湖
南
省
か
ら
の
参
拝
者
は

一
七
六
人
で
も

っ
と
も
多
く
、
全
体
の
四
四
%
を
占
め
て
い
る
。
そ
の

次

に
多
い
の
は
河
南
省
か
ら
の
参
拝
者
で
あ
り
、

一
〇
三
人
、
二
六
%
を
占
め
て
い
る
。
残
り
の

=

七
人
は
黒
龍
江
省
、
北
京
、
河

北
省
、
河
南
省
、
江
西
省
、
湖
北
省
、
広
西
省
、
広
東
省
、
雲
南
省
か
ら
来
て
い
る
。
ま
た
、
韶
山

に
来
る
回
数
に

つ
い
て
、
三
九
六

人

の
う
ち
、
初
め
て
と
答
え
た
人
は
四
〇
人
、
回
数
不
明
者
が
八
二
人
、
残
り
の
七
割
近
く
の
二
七
四
人
は
二
回
以
上
韶
山

に
来
て
い

る
と
答
え
て
い
る
。

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
受
け
た
四
四
組
の
う
ち
、
五
組
は
職
場
、
党
組
織
、
学
校
の
行
事
と
し
て
来
て
い
る
団
体
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

11
、
25
と
38
の
場
合
、
職
場
の
共
産
党
支
部
が
中
国
共
産
党
の
創
設
者
の
毛
沢
東
を
記
念
す
る
た
め
に
党
組
織
の
記
念
行
事
の

一
環
と

し

て
公
費
で
詔
山
に
来
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
31
の
場
合
、
学
校
の
先
生
が
学
校
教
育
の

一
環
と
し
て
、
四
〇
名

の
小
学
生
を
連

れ

て
愛
国
主
義
教
育
基
地
の
詔
山
に
来
て
い
る
。
1
0の
場
合
、
河
南
省
周
口
市
周
口
鎮
の
八
〇
名

の
農
民
か
ら
構
成

さ
れ
た
祭
礼
隊
で

あ
る
。
祭
礼
隊
の
大
半
は
五
〇
代
～
六
〇
代
の
男
性
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
最
高
年
齢
は
七
三
歳
で
、
二
一二
歳
の
よ
う
な
若
い

..



女
性
も
入

っ
て
い
る
。
祭
礼
隊
は
古
典
的
な
装

い
で
、
荘
重
な
音
楽
が
流
れ
る
中
で
、
銅
像
広
場
で
祭
礼
の
踊
り
を
披
露
し
た
。
河
南

省

八
〇
名

の
農
民
祭
礼
隊
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
五
年
連
続
し
て
毛
沢
東
生
誕
日
に
韶
山

に
来
て
祭
礼
を
行
な
う
こ
と
を
願
掛
け
し
た
。

筆
者
が
観
察
し
た
二
〇
〇
三
年
の
祭
礼
披
露
は
そ
の
四
回
目
で
あ

っ
た
。
農
民
祭
礼
隊
が
河
南
か
ら
湖
南
に
移
動
す
る
際
、
周
ロ
鎮
政

府
が
車
を
出
す
が
、
道
中
の
食
事
と
宿
泊
は
参
加
者
の
自
己
負
担
と
な
る
。

以
上
の
五
組
の
参
拝
団
体
は

い
ず
れ
も
職
場
、
学
校
あ
る
い
は
行
政
が
企
画
し
た
り
、
関
与
し
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
が
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
四
四
組
の
内
の
残
り
の
三
九
組
は
、
個
人
参
拝
者
で
あ
る
。
こ
の
人
た
ち
の
参
拝
方
法
に
は
大
き
な
共

通
点
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
焼
香

・
紙
銭

・
爆
竹
↓
供
え
物
↓
感
謝

・
願
掛
け

(立
つ
/
脆
拝
)
↓
銅
像
の
三
回
め
ぐ
り
↓
合
掌
と

い
う

参
拝
図
式
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
銅
像
の
前
に
来
て
焼
香
し
、
紙
銭
を
燃
や
す
か
爆
竹
を
鳴
ら
し
、
供
え
物
を
し
、
脆
拝
す
る
。
感
謝

を
表
す
と
同
時
に
新
た
な
願
掛
け
を
し
て
か
ら
、
毛
沢
東
銅
像
を
三
回
め
ぐ

っ
て
、
最
後
に
合
掌
し
て
銅
像
広
場
か
ら
去

っ
て
い
く
。

儀礼 と象徴

表3参 拝者の年齢構成

年齢 人数 %

10代 以下 52 13.1

20-30代 97 24.5

40代 114 28.8

50-60代 116 29.3

70代 以上 5 1.2

不明 12 3

合計 396 100

ま
た
、
供
え
物
は
生
の
穀
物
、
酒
、
菓
子
が
多

い
が
、

ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
の
毛

沢
東
に
タ
バ
コ
を

用
意
し
て
い
る
人
も

い
る
。

祈
願
内
容
は
、
「平
安
無
事
」
「商
売
繁
盛
」
「学
業
向
上
」
と

「迎
福
撰
災
」
と
い

っ
た
も

の
が
多

い
。

こ
れ
ら
の
祈
願
内
容
は
、
「現
世
利
益
」
と
い
う
中
国
人
、
特
に
漢
族
の
宗
教
心
理
の
表
れ
で
あ
る
。
=

人

一
人
に
よ

っ
て
、
儀
礼
の
編
成
方
式
や
手
順
は
ち
が
う
は
ず
で
あ

る
が
、
漢
民
族
全
体
に
わ
た
り
共

通
し
た
目
的
が
そ
こ
に
み
え
て
く
る
。
そ
れ
は

『迎
福
穰
災
』
」
[渡
邊

一
九
九

=

六
]
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
参
拝
方
法
の
ほ
か
に
、
毛
グ

ッ
ズ
を
身
に
つ
け
た
り
、
展
示
し
た
り
、

毛
沢
東
時
代
の
歌
を
歌
う
人
も

い
る
。
筆
者
が
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
し
た
三
九
六
人
の
内
、
九
人

(表
2
の
2
、

4
、
17
、
22
、
23
、
24
、
36
、
37
)
と
他
の
参
拝
者
の
六
人
、
合
計

一
五
人
が
毛
バ
ッ
ジ
を
胸
に
つ
け
て
い
た
。
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そ

の
中
で
17
の
男
性
は
き
わ
め
て
印
象
的
で
あ

っ
た
。
湖
北
省
か
ら
来
た
彼
は
七
〇
年
代
の
軍
服
と
軍
人
コ
ー
ト
を
着
て
毛
バ
ッ
ジ
も

つ
け
て
い
た
。
「
軍
人
で
は
な

い
が
、
軍
服
は
毛
時
代
の
服
だ
か
ら
好
き
だ
…
…
あ
の
と
き
は
み
ん
な
が

一
人
の
た
め
、

一
人
が
み
ん

な

の
た
め
の
時
代
だ

っ
た
。
い
ま
、
農
民
は
確
か
に
増
産
し
て
い
る
が
、
し
か
し
増
収
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
妻
も
私
も
レ
イ
オ
フ
さ

れ

て
い
る
。

エ
イ
ズ
や
性
病
が
充
満
し
て
い
る
。
と
ん
で
も
な
い
世
の
中
だ
」
と

一
気
に
語
り
続
け
た
。
男
性
の
語
り
か
ら
、
毛
時
代

へ
の
郷
愁
、
現
代
社
会
に
対
す
る
不
満
と
疎
外
感
が
う
か
が
わ
れ
る
と
同
時
に
、
軍
服
と
毛
バ
ッ
ジ
の
着
用
か
ら
は
、
毛
沢
東
は
解
雇

も

エ
イ
ズ
も
な
く
、
貧
富

の
格
差
が
少
な
か

っ
た
時
代
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

一
方
、
銅
像

の
向
こ
う
側
に
あ
る
毛
沢
東
記
念
館
の
前
に
は
三
〇
人
近
く
の
人
が
集
ま

っ
て
い
た
。
毛
バ
ッ
ジ
を

つ
け
て
い
た
中
年

男
性

(2
)
が
毛
沢
東
記
念
館
の
前
で
、
銅
像
広
場
に
向
か

っ
て
ス
ピ
ー
カ
ー
で

「
同
志
よ
、
無
数
の
革
命
の
先
烈
は
共
産
主
義
の
事

業

の
た
め
に
自
分
た
ち

の
命
を
犠
牲
に
し
た
。
今
日
、
わ
れ
わ
れ
も
共
産
主
義
の
た
め
に
個
人
の
利
益
を
捨
て
る
べ
き
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
は
腐
敗
は
い
ら
な

い
。

マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
毛
沢
東
思
想
の
正
し
い
方
向
性
が
必
要
だ
。
人
民
の
た

め
に
全
身
全
霊
で

奉
仕
す
る
正
真
正
銘

の
政
党
が
ほ
し

い
。
社
会
主
義
の
共
同
富
裕
の
道
を
歩
み
た
い
。
是
非
社
会
主
義
の
正
し
い
方
向
を
堅
持
し
よ
う
」

と
訴
え
た
。

彼
は

「実
践
共
産
主
義
」
と

い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
創
設
者
で
あ
り
、
今
日
の
た
め
に
河
北
か
ら
来
た
。
彼
の
右
後
ろ
で
は
二
人
の

男
女
が
赤

い
横
断
幕
を
掲
げ
た
。
そ
こ
に
は

「緬
懐
毛
沢
東
。
高
挙
毛
沢
東
思
想
偉
大
紅
旗
、
踏
着
先
烈
的
血
跡
乗

勝
前
進
」
(毛
沢
東

を
追
憶
す
る
。
毛
沢
東
の
旗
を
高
く
挙
げ
、
革
命
の
先
輩
た
ち
の
切
り
開
い
た
道
を
進
も
う
)
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
。
そ
の
左
後
ろ
に
は
毛
沢

東
と
彼
が
選
ん
だ
後
継
者
の
華
国
鋒
の
肖
像
を
掲
げ
る
中
年
女
性
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
が
大
き
く
書
か
れ
た
赤
い
横
断
幕

を
掲
げ
る
人
が

い
た
。
毛
沢
東
と
華
国
鋒
の
肖
像
は
、
か

つ
て
貧
し
か

っ
た
が
共
同
富
裕
を
目
標
と
し
た
時
代
の
象
徴
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
。
中
年
男
性

の
演
説
の
合
間
に
、
誰
か
が
毛
沢
東
と
共
産
党
を
賛
美
す
る
古

い
歌
、
「東
方
紅
」
と
文
化
大
革
命
時
期
の
流
行

歌

「天
大
地
大
」
を
歌
い
始
め
る
と
、
周
り
の
人
が
そ
れ
に
付
随
し
て

一
緒
に
歌

っ
て
い
た
。
「天
大
地
大
」
は
共
産
党
と
毛
沢
東
の
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恩
情
や
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
階
級
愛
を
賞
賛
す
る
歌
で
あ
る
。

演
説
の
内
容
、
旗
に
書
か
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
歌
の
内
容
か
ら
は
、
共
同
富
裕
を
目
標
と
し
た
時
代

へ
の
郷
愁
、
市
場
経
済
と
グ

ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
う
か
つ
て
な
い
疎
外
感
、
国
家
か
ら
の
保
護
が
得
ら
れ
な
く
な

っ
た
民
衆
の
不
安
、
官
僚
の
エ
ゴ
と
汚
職
腐
敗
、
貧
富
の

格
差
な
ど
の
社
会
問
題
か
ら
き
た
奮
憤
が
伺
わ
れ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
参
拝
者
の
中
に
は
、
二
人
の
広
西
か
ら
の
青
年
(表
2
の
36
、37
)が
い
た
。
そ
の
う
ち
の

一
人
(%
)は
地
方
公
務
員
で
あ
り
、

一
ヶ
月
か
け
て
自
転
車
で
韶
山
に
来
た
。
来
る
途
中
に
彼
は
社
会
調
査
を
し
な
が
ら
毛
沢
東
誕
生
日
を
国
家
記
念
日
に
す
る
署
名
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
。
韶
山

の
銅
像
広
場
で
も
署
名
の
紙
を
も

っ
て
署
名
を
集
め
て
い
た
。

署
名
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
二
〇
〇
三
年
に

「毛
沢
東
の
旗
」
と
い
う
民
間
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
他

の

一
四
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
連
携

し
て
始
め
た
も
の
で
、
毛
を
建
国
の
父
、
世
界
の
偉
人
と
し
て
永
遠
に
記
念
す
る
た
め
、
そ
の
誕
生
日
で
あ
る

一
二
月
二
六
日
を
国
の

記
念
日
に
す
る
署
名
を
集
め
、
全
人
代

(日
本
の
国
会
に
あ
た
る
組
織
で
、
中
国
に
お
け
る
国
家
権
力
の
最
高
機
関
)
に
提
出
し
て
承
認
し
て
も

ら
う
と

い
う
内
容
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
署
名
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
北
京
在
住

の
引
退
し
た
幹
部
達
が
中
心
に
呼
び
か
け
た
も

の
で
、
全
国
的
に
繰
り
広
げ
て
い
る
。

も
う

一
人

(表
2
の
37
)
は
不
動
産
会
社
に
勤
め
て
い
る
二
〇
代
の
若
者
で
あ
り
、
「
心
の
中
で
毛
沢
東
を
敬
慕
し
て
い
る
。
わ
れ
わ

れ

の
世
代
は
物
欲
に
満
ち
て
い
る
。
理
想
が
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
若

い
世
代
を
個
人
主
義
の
束
縛
か
ら
解
放
し
て
ほ
し
い
。
毛
に
は
わ

れ
わ
れ
が
必
要
な
時
代
精
神

・
民
族
精
神
が
あ
る
」
と
語

っ
た
。

必
要
な
時
代
精
神

・
民
族
精
神
と
は
具
体
的
に
な
ん
な
の
か
と
い
う
筆
者
の
質
問
に
対
し
て
、
二
人
の
若
者
は
大
公
無
私
、
自
強
不

息

(自
ら
つ
と
め
励
ん
で
や
ま
な
い
)、
堅
忍
不
抜

(ど
こ
ま
で
も
耐
え
抜
く
精
神
)
と
不
擁
不
屈
の
四

つ
を
挙
げ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
拝
金
主
義
や
利
己
主
義
が
氾
濫
す
る
な
か
、
新
し
い
時
代
精
神
、
民
族

の
精
神
性
を
求
め
る
さ
ま
ざ
ま
な

傾
向
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
の
動
き
の
中
、
毛
沢
東
は
民
族
精
神
の
化
身
と
し
て

一
部
の
若
者
や
古
参
幹
部
の
間
で
人
気
を
集
め
て
い
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る
よ
う
で
あ
る
。
36
と
37
の
よ
う
な
文
化
大
革
命
や
計
画
経
済
の
時
代
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

一
部

の
若
者
は
、
毛
沢
東
に
民
族
精

神
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

韶
山

毛
沢
東
銅
像
広
場
で
は
多
様
な
声
が
交
差
し
て
い
る
。
個
々
人
の
語
り
と
参
拝
行
為
の
中
か
ら
、
毛
沢
東
は
無
事
息
災
、
商
売

繁
盛
な
ど
を
祈
願
す
る
対
象
で
あ
る
神
、
平
等
主
義
時
代
の
シ
ン
ボ
ル
、
人
民
の
た
め
の
政
権
、
不
屈
の
精
神
を
持

つ
ネ
ー
シ
ョ
ン

・

ヒ
ー
ロ
ー
の
意
味
あ

い
が
読
み
取
れ
、
多
様
に
表
象
さ
れ
て
い
る
。
毛
バ
ッ
ジ
の
持
つ
意
味
も
延
安
時
代
の
共
産
党
政
権
の
視
覚
的
表

象

か
ら
、
文
化
大
革
命
時
期
の
支
配
者
や
国
家

へ
の
忠
誠
の
し
る
し

へ
と
変
わ
り
、
さ
ら
に
二

一
世
紀
の
い
ま
、
民
衆
の
抵
抗
と
郷
愁

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

結
び

以
上
、
か
つ
て
中
国
最
高
指
導
者
で
あ

っ
た
毛
沢
東
に
関
す
る
公
式
の
生
誕
祝
典
と
民
間
祭
祀
を
取
り
上
げ
、
儀
式
に
象
徴
さ
れ
て

い
る
毛
沢
東
の
意
味
と
そ
の
変
化
を
解
明
し
て
き
た
。

毛
沢
東
に
関
す
る
公
式
の
生
誕
祝
典
は
彼
の
死
後
、
彼
の
後
継
者
の
政
治
戦
略
と
地
方
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ

っ
て
は
じ
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
重
視
の

一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
、
毛
沢
東
は
革
命
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
表
象
さ
れ
て
い

た
が
、
市
場
経
済
、
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

一
九
九
〇
年
代
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
二

一
世
紀
に
お

い
て
、
生
誕
式
典
の
中
の
毛
沢
東
は
歴

史
化
さ
れ
、
国
家
の
創
設
者
と
し
て
表
象
さ
れ
、
現
政
権
と
の
連
続
性
が
演
出
さ
れ
て
い
る
。
労
働
者

・
農
民

・
兵
士

・
商
人

・
学
生

な
ど
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
生
誕
祝
典
の
舞
台
は
、
中
国
社
会
を
構
成
す
る
各
階
層
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
象
徴
的

な
舞
台
を
用
い
て
、
ネ
ー
シ
ョ
ン

・
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
る
毛
を
表
象
し
、
毛

の
詩
歌
の
朗
読
、
各
時
代
の
流
行
歌
、
共
産
党
政
権
の
四
世

代

の
指
導
者
の
写
真
と
映
像
、
指
導
者
そ

っ
く
り
さ
ん
の
登
場
を
通
し
て

「特
定
の
過
去
を
選
択
し
、

}
定
の
様
式

の
も
と
に
こ
れ
を
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表
象
す
る
こ
と
で
、
『わ
れ
わ
れ
に
共
通
す
る
記
憶
』
を
作
り
出
し
」
[森
村

一
九
九
九
口
二
一二
五
]、
国
家
の
継
続
性
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

記
憶
を
視
覚
化
し
て
い
る
。
毛

の
公
式

の
生
誕
式
典
は
近
代
中
国
の
形
成
に
お
け
る
共
産
党
の
歴
史
の
再
確
認

・
再
構
築
の
場
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
「過
去
は
、
物
語
に
よ

っ
て
構
築
さ
れ
る
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
記
憶
は
記
録
で
は
な
く
、
現
在

の
観

点
か
ら
取
捨
選
択
さ
れ
、
ま
た
物
語
を
紡
ぐ
素
材
と
し
て
物
語
に
見
合
う
よ
う
に
想
起
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
」
〔片
桐

二
〇
〇
一壬

一
八
一
]。

一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持

つ
参
拝
者
た
ち
は
、
韶
山

に
お
け
る
毛
生
誕

=

○
周
年
式
典
と

い
う
特
別
の
空
間
と
時
間
に
お

い
て
、
様

々
な
祭
祀
行
事
と
参
拝
行
為
を
通
し
て
個
人
的
な
、
あ
る
い
は
あ
る
集
団
、
階
層
の
記
憶
を
表
象
し
、

シ
ン
ボ
ル
を
創
出

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
個
人
と
象
徴
と
の
関
係
を
人
類
学
的
に
位
置
づ
け
た
オ
ベ
イ
エ
セ
ケ
レ

(O
・
○
げ
。義

・ざ

。)
は
、
社
会
変
化
の

下
で
個
人
が
旧
来

の
ま

っ
た
く
伝
統
的
な
シ
ン
ボ
ル
の
意
味
か
ら
身
を
の
り
だ
し
て
、
新
た
な
意
味
を
創
造
す
る
可
能
性
を
述
べ
た

[○
げ。図・.・・犀窪

一㊤。。巳
。
韶
山

の
事
例
で
わ
か
る
よ
う
に
、
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済

へ
の
急
激
な
社
会
変
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
経
験

し

て
い
る
中
国
の
民
衆
は
、
供
え
物
、
爆
竹
、
焼
香
、
礼
拝
、
祈
願
な
ど
の
も
の
と
身
体
表
現
を
通
し
て
、
毛
沢
東
が
守
護
神
、
「真

龍
天
子
」
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
ま
た
、
毛
バ
ッ
ジ
、
肖
像
、
軍
服
、
横
断
幕
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
革
命
時
代
の
流
行
歌
な
ど

の
も
の
と
身
体
表
現
を
通
し
て
、
平
等
的
社
会
秩
序
、
失

っ
た
時
代

へ
の
郷
愁
を
表
象
し
て
い
る
。

「象
徴
は
、
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
隠
す
こ
と
に
も
用
い
ら
れ
る
」
[ク
ー
パ
ー

一九
八
七
二

二
]。
毛

バ
ッ
ジ
、
軍
服
、

そ

し
て
毛
自
身
の
肖
像
と
華
国
鋒
の
肖
像
は
、
現
代
社
会

へ
の
無
言
の
抵
抗
に
用
い
ら
れ
て
い
る
象
徴
で
も
あ
る
。

社
会
の
危
機
的
状
況
や
転
換
期
に
象
徴
が
際
立

っ
て
明
瞭
に
出
現
す
る
と
指
摘
し
た
タ
ー
ナ
ー
は
、
ザ
ン
ビ
ア
の
ン
デ
ン
ブ
社
会
の

儀
式
シ
ン
ボ
ル
に
着
目
し
、

一
つ
の
シ
ン
ボ
ル
の
う
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
凝
縮
さ
れ
、
ン
デ
ン
ブ
世
界
の
中
心
的
な
シ
ン
ボ
ル
で

あ

る
ミ
ル
ク
の
木
を
例
に
し
て
、
そ
れ
は
女
性
の
胸
、
母
性
、
儀
礼
の
新
加
入
者
、
母
系
原
理
な
ど
の
多
層
的
な
意
味
を
象
徴
し
、
社

会

の
秩
序
や
規
範
を
表
わ
す
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
意
味
の
極
と
、
分
泌
、
血
液
な
ど
身
体
生
理
的
な
感
覚
の
極
と
に
ひ
ろ
が
る
意
味
の
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幅
を
も

つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

[タ
ー
ナ
ー

一
九
八
一
]。

毛
は
か
つ
て
の
中
国
、
と
く
に
文
化
大
革
命
時
期
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
凝
縮
さ
れ
、
国
家
、
党
、
軍

の
化
身
、
社
会
主

義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
中
国
社
会

の
中
心
的
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、
ン
デ
ン
ブ
社
会
の

「ミ
ル
ク
の
木
」
の
よ
う
な
存
在

で
あ

っ
た
。
現
在
、

人
民
公
社
の
解
散
、
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済

へ
の
移
行
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ

っ
て
中
国
社
会
は
大
き
く
変
化
し
、
毛
沢
東
、
毛
の

出
身
地
、毛
グ
ッ
ズ

の
象
徴
す
る
意
味
も
大
き
く
変
わ

っ
て
い
る

冨

9
巳
$
幽悼
=
碧
卜。8
昌
。
忠
誠
の
シ
ン
ボ
ル
か
ら
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

・

　
ヱ

抵
抗

・
祈
願
な
ど
の
意
味
を
も

つ
よ
う
に
な

っ
た
毛
バ
ッ
ジ
は
そ
の
例
で
あ
る
。
「
三
農
問
題
」
が
ま
だ
十
分
注
目
さ
れ
、
解
決
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
二
〇
〇
三
年
ご
ろ
、
農
民
あ
る
い
は
か

つ
て
の
農
民
出
身
の
人
に
と

っ
て
、
韶
山

は
毛
を
敬
愛
す
る
場
と

い
う
よ
り
、

腐
敗
と
不
平
を
批
判
す
る
場
に
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
競
争
原
理
、
効
率

・
利
潤

の
追
求
、
消
費
主
義
、
拝
金
主
義

な
ど
の
新
た
な
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
が
支
配
的
に
な
る
と
、
農
民
、
国
営
企
業
の
失
業
者
の
よ
う
な

一
部

の
人
び
と
に
は
失
語
現
象
が
起
き

て
、
社
会
的
弱
者
に
な

っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
、
か

つ
て
農
民
や
労
働
者
た
ち
の
政
治
的

ス
テ
ー
タ
ス
を
認
め
、
社
会
的
平
等
を
目

指
し
た
毛
沢
東
は
、
失
語
状
態
に
な

っ
て
い
る
農
民
と
労
働
者
に
と

っ
て
抵
抗
を
表
象
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
毛
沢
東
生
誕
の
地
で
観
察
さ
れ
た
上
記
の
分
析
結
果
を
、
中
国
全
土
ま
で

一
般
化
す
る
こ
と
は
ま
た
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。

韶
山

で
観
察
さ
れ
た
民
間
人
に
よ
る
演
説
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
語
り
、
歌
、
祭
祀
儀
礼
は
、
場
所
を
変
え
れ
ば
再
現
性

や
重
複
性
が
観
察

で
き
な

い
可
能
性
が
大
き
い
。
韶
山

で
観
察
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
は
、
あ
る
意
味
で
詔
山
と

い
う
場
所
の
多
義
性
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
央
政
府
に
と

っ
て
韶
山
は
共
産
党
政
権
を
樹
立
し
た
建
国
の
父
の
生
誕
の
地
で
あ
り
、
愛
国
主
義
教
育
の
本
拠

地

で
あ
る
。
ま
た
、
地
元
政
府
に
と

っ
て
は
、
毛
沢
東
の
知
名
度
を
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
、
他
の
地
域
と
の
差
異
化
に
利
用
し
、

観
光
事
業
な
ど
の
地
域
開
発
に
結
び
つ
け
る
傾
向
が
あ
る
。

一
方
、
民
衆
に
と

っ
て
、
か
つ
て
政
治
的
聖
地
で
あ

っ
た
韶
山

は
い
ま
、

ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
の
場
、
不
満

・
抵
抗
の
気
持
ち
を
訴
え
、
発
信
す
る
場
、
崇
拝

・
祈
願
の
場
と
な

っ
て
い
る
。
韶
山

と

い
う
場
所
の
多

義

性
は
、
市
場
経
済
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
現
在
に
お
け
る

「
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
と
聖
地
の
個
人
化
」
[韓

二
〇
〇
七
口
六
四
]
を
意
味
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す

る

だ

ろ
う

。

以
上
、
毛
沢
東
生
誕

一
一
〇
周
年
の
公
式
生
誕
式
典
と
民
間
の
祭
祀
儀
礼
と
記
念
行
事
か
ら
、
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル

化

の
現
在
に
お
い
て
、
毛
沢
東
は
西
ア
フ
リ
カ
の
ン
デ
ン
ブ
社
会
に
お
け
る

「
ミ
ル
ク
の
木
」
の
よ
う
に
、
多
層
的
な
象
徴
性
を
も

つ

巨
大
な
象
徴
資
本
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
毛
沢
東
の
意
味
論
の
個
人
化
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
、
人
々
が
こ
の
象
徴
資
本
か
ら
如
何
な
る

新
た
な
意
味
を
作
り
出
す
の
か
は
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

儀礼と象徴

注
(
1
)

毛
沢
東

の
象
徴
と
生
誕
一
一

○
周
年

の
記
念
行
事
に
関
し
て
、
筆
者
は
こ
〇
〇
三
年

一
二
月
五
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
北
京
、
溜
陽
、
陳
西
省
、

四
川
省

の
丹
巴
県
と
湖
南
省
韶
山

で
聞
き
取
り
調
査
を
行

っ
た
。
本
論
文
は
主
と
し
て
毛
沢
東

の
生
誕

の
地
で
あ
る
湖
南
省
韶
山

で
の
調
査
に
基
づ

い

た
も

の
で
あ
る
。
そ

の
際
、
筆
者
は
村
人
、
村
民
委
員
会
、
観
光

工
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
、
観
光
客
、
政
府

の
幹
部
、
合
わ
せ
て
四
〇
〇
人
あ
ま
り

の
人
々

に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行

っ
た
。

(2
)

建
国
初
期
に
お
い
て
、
韶
山

は
湖
南
省
湘
潭
県

の
下
に
置
か
れ

て
い
た
が
、
文
化
大
革
命

の

一
九
六
八
年

=

一月
に
韶
山
は
地
区

ラ
ン
ク
の
特
区

に
昇
格
さ
れ
、
湘
潭
地
区
と
同
様

の
ラ
ン
ク
と
な
り
、
直
接
湖
南
省

に
帰
属
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
九
八

一
年

二
月
に
韶
山
特
区
は
建
国
初
期

の
湘

潭
県
の
下
に
置
か
れ
、

一
九
八
四
年
五
月
に
県
ラ
ン
ク
の
区
に
昇
格
さ
れ
た
。

(3
)

郡
華
は
毛
沢
東
の
二
番
目
の
息
子
の
妻
、
少
将

の
ラ
ン
ク
を
持

っ
て

い
る
軍
人
で
あ

る
。
二
〇
〇
三
年

一
二
月
二
四
日
、
韶
山

で
開
幕
し
た
写
真

展
に
は
、
彼
女
と
他

の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
撮
影
し
た
毛
沢
東

の
各
時
期

の
写
真
と
自
然
風
景

の
写
真

=

○
点
が
展
示
さ
れ
た
。

(4
)

全
国
二
六

の
省

・
市

・
自
治
区
か
ら
三
〇
〇
〇
以
上
の
作
品
が
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
さ
れ
た
。

(5
)

国
民
党
政
権
が
大
陸
を
支
配
し
て
い
た
時
期
に
中
国
共
産
党
が
実
効
支
配
し
た
地
域
の
こ
と
を
、
中
国
で
は
ソ
ビ

エ
ト
区
、
革
命
根
拠
地
、
解
放

区
と
呼

ぶ
。

(6
)

毛
沢
東
が
建
国
後
、
故
郷
の
韶
山

に
帰

っ
て
き
た

の
は
二
度
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
毛

沢
東
が
中
国
現
代
史
を
方
向
づ
け
る
よ
う
な
重
要
な

決
定
を
下
す
直
前

の
こ
と
で
あ
る
。

一
回
目
は
、

一
九
五
九
年
、
鷹
山
会
議

の
直
前
。
毛
沢
東
は
、
こ
の
会
議

で
人
民
公
社
の
成
否
を
巡
り
、
人
民
公

社
制
度
に
反
対
し
た
同
郷

の
同
志

・
彰
徳
懐
国
防
部
長
を
解
任
し
た
。
二
回
目
は
、

一
九
六
六
年
、
文
化
大
革
命
の
構
想
を
実
行
に
移
し
始
め
た
時
期
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で
あ

る
。

(7
)

三
農
問
題
と
は
、
「農
業
」

の
低
生
産
性
、
「
農
村
」

の
荒
廃
、
「
農
民
」

の
貧
困

の
、
「農
」
が
抱
え
る
三

つ
の
問
題
の
こ
と
を
言

い
、
中
国
の
経

済
社
会

の
持
続
的
発
展
を
脅
か
す
不
安
定
要
因
と
な

っ
て
い
る
。
問
題
の
中
心
は
、
農
民
所
得
の
伸
び
悩
み
と
そ
れ
に
よ
る
都
市
部
と
農
村
部

の
所
得

格
差

の
拡
大

に
あ

る
。
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